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副長）＠）�
（府 令）
O寒冷地 手 当 支給規則の一部 を 改正す る 総理府令の 一 部
を 改正す る 総理 府令（総 理 府 5 7) （平 7 . 1 2. 20 官
報 第 1796号）
（省 令）
O学校 教 育 法施行規則の 一部 を 改正す る 省令 （ 文部2 1)
（ 平 7 . 1 2 .  26 官 報 第 1800号）
（規 則 ）
O人事 院 規則 9 - 49 （調 整 手 当 ） 等 の 一 部 を 改正す る 人
事 院規則（人事 院 9- 49- 8 )  （ 平 7 . 1 2. 1 5  官 報
第 1793号）
0人事 院 規則1 7- 0 （管理職 員 等 の 範囲） の 一 部 を 改正
す る 人事 院 規則 （ 人事 院 1 7- 0 - 40) （ 平 7. 12 .  25 
官 報 第 1 799号）
0人事 院 規則 9 - 55 （特 地勤 務 手 当 等 ） の 一 部 を 改正す
る 人事 院規則（人事 院 9 - 55- 36) （平 7. 1 2. 28 官
報 第 1802号）
（告 示）
O外 国 に お い て 学校 教 育 に お け る 12年 の 課 程 を 修了 し た
者 に 準ず る 者 を 指定す る 件の一部 を 改正す る 件 （ 文 部
150) （平 7. 12 .  4 官 報 第 1784号）
���� 
富山大学学位規則の一部を改正する規則
’ 富山大学学位 規 則 の改正理由…
経 済 学 部 及 び経 済学研究科 に おけ る 学 位 に 付記す る 専攻分野 の 名称 を よ り教育課程 に適合 し た 名称 と す る た
め， 所 要 事 項 を 改 め る 。
富 山 大 学 学 位 規則の 一 部 を 改正す る 規則 を 次 の と おり制定す る 。
平 成 7 年 12 月 15 日
富山大学学位規 則 の一部を改正する規則
富 山 大 学 学 位 規則J （昭和 40年 1 月 22 日 制定 ） の 一 部 を
次 の よ う に 改正す る 。
第 3条 の 2 の 表 を 次 の よ う に 改 め る 。
学 士 の 学 位 に 付記す る 専攻分野 の 名称
学 部 ｜ 学科 （ 課程 ） ｜ 専攻分野の 名称
人 文 学 科 ｜
人文 学 部 ｜ 国 際 文 化 学 科 ｜ 文 学
言 語 文 化 学 科
教 育 学 部
経 済 学 部
理 学 部





情 報 教 育 課 程
司J注又 i斉 井寸ιー 科
”－－・－－－・・－－－ ． ー ー ー ー ， a””””’ －－ ， 骨 骨・‘＋・
経 営 寸且
£一． 科
E・－－－－－－ ·・ ・· － －·・ － － ・ ・ . . . . . . . . . . . “ ・ ・ ・ ・ 4・ ・ ー ・ ー ー
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を圭 1斉 寸主以．ー 
ー・ ．‘・晶晶・．．．．．．．．．．．． -------- --·- --
経 兵邑三ι 寸且d一' 





生 物 学 科
地 球 科 学 科
生物園環 境 科 学 科
電 子 情 報 工 学 科
工 学 部
機械 シ ス テ ム 工学科
工 寸品よ咽． 
物 質 工 学 科
化 学 生 物 工 学 科
修 士 及 び博 士 の 学位 に 付記す る 専攻分野 の 名 称
研 究 科 専 攻
専攻分野の 名 称
修 士 博 士
人 文 科 学 日 本 ・ 東 洋 文化専攻
文 学
研 究 科 西 洋 文 化 専 攻
教 育 学 学 校 教 育 専 攻
教育学









企 業 経 営 専 攻
数 1主子主主． 専 攻
物 理 学 専 攻
化 ：与子温． 専 攻
生 物 学 専 攻
地 球 科 学 専 攻
電子情報 工 学 専 攻
機械システム工 学専攻
物 質 工 学 専 攻
化 学生物 工 学 専 攻
システム生産工 学専攻








この 規則は． 平 成7 年 1 2 月 1 5 日 か ら 施行す る 。
富山大学学長選考規則の一部を改正する規則
一 富山大学学長選考規則 の改正理由一一一……ー一一ー ……
1 選挙管理 委 員 会 委 員 が欠 員 と な っ た場合 の 補充方法 の 整備 を 図 る た め， 所 要 事 項 を 改 め る 。
2 学長候補適任 者 を 推薦 す る 場合 の 手続 き の 明 確化 を 図 る ため． 所 要 事項 を 改 め る 。
3 選 挙 実 施 の特例 と し て， 信任投票 に 関 す る 事項 を 新た に 定 め る 。
富 山 大学学長選考規則の一部 を 改 正 す る 規則 を 次の と お り 制定 す る 。
平 成 7 年 1 2 月 15 日
宮山大学学長選考規則 の一部を改正する規則
富 山大 学 学長選考規則 （ 昭和 62年 6 月 26 日 制 定 ） の 一
部 を 次の よ う に 改正す る 。
第 7条第 5 項 中 「第 2 項Jを「第 3 項jに 改 め ， 同条
第 6 項 中 「委員 が欠員 と な っ た と き はjの 下 に 「， 当 該
学 部長の 指 名 に よ り 」 を 加 え ， 同条第7 項 中「， 第18条」
を に 第 1 9条Jに 改 め る 。
第 1 0条 中 第 4 項 を 第S 項 と し ， 第 3 項 を 第 4 項 と し ，
同条第 2 項 中 「， 前 項」 を 「， 第 1 項J に 改 め ， 同 項 を
同条第 3 項 と し ， 同条第 1 項 の次に次の 1 項 を 加 え る 。
2 前 項 の 推 薦 に 当た っ て は， 推 薦 資格 者 は， あ ら かじ
め 学長候補適任者 の承諾 を 得 る も の と す る 。
第 1 1条 中 「 第 2 項j を 「第 3 項Jに 改 め る 。
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富 山 大 学長 小 黒 千 足
第 21条 を 第 22条 と し ， 第 18条 か ら 第 20条 ま で を 1条ず
つ繰 り 下げ， 第 17条 中 「 本 選 挙 J の 下 に 「 （ 信任投票 を
含む。 ）Jを加え ， 同条 を 第 18条 と し ， 第 1 6条 を 第 17条 と
し ， 第 15条中 「 第 1 回 目 の 投票」 の 下 に 「 （ 信 任 投票 を
含む。 ）J を 加 え ， 同条 を 第 16条 と し ， 第 1 4条 の 次 に 次 の
1条 を 加 え る 。
（ 本 選 挙 実 施 の特例 ）
第 1 5条 本選挙候補者が 1 人 の場合 は， 前条の 規 定 に か
か わ ら ず， 記号に よ る 投票 （ 以 下「信任投票」 と い う 。 ）
を 行 う も の と す る 。
2 前 項 の投票は， 信任 の場合 はOの記号 を ， 不信任 の
場合 は×の記号 を 記入 す る も の と し ， 記 入欄に記 入 の
ない も の はOの記号 と みなす。
3 前 項 の投票に おいて， Oの記号票が有効投票の過半
数 と な った と き は， 当該候補者 を 学長候補 当 選者 と す る。
第372号
4 員lj




第 2 J頁の投票 に お い て， 0の記号票が有効投票の過
半数 に 満たない と き は ， 改 め て 選考 を 行 う 。
平成8年1月発行
富山大学学長選考実施細則の一部を改正する細則
富 山 大学学長選考規則に お い て 信任投票 に 関 す る 事 項 が新た に 規定 さ れたこ と に伴い， 信任投票の 場 合 の
無効投票に 関 す る 事項 を 新た に 定 め る 。
2 富 山 大 学学長選考規則に お い て， 学長候補適任者 を 推 薦 す る 場合 の 手続 き が改正 さ れたこ と に 伴 い ， 所 要 事
項 を 改 め る 。
富 山 大学 学長選考案施細則の 一 部 を 改正す る 細則 を 次の と お り 制定す る 。
平 成7 年 1 2 月 1 5 日
足千黒富 山 大学長
様 式 第 5 に次の 様 式 を加え る 。
学長候補 者信任投票用 紙
富山大学学長選考実施細則 の 一部を改正する細則
富 山 大学学長選考実施細則 （ 昭和 62年 6 月 26 日 制定 ）
の 一部 を 次の よ う に 改正す る 。 面裏面表
第 1条中「 第 21条」を 「 第 22条j に 改 め る 。
第 9条中 「次 に掲げ る 投票j を 「単記無記名 に よ る 投
票 に お い て， 次 に掲げ る 投票J に 改 め， 同条第 2 項 を 第
3 項 と し ， 同条 第 1 項 の次に次の 1 項 を 加 え る 。
信任投票に お い て， 次に掲げ る 投票は， 無効 と す る 。
所 定 の投票用紙 を 用 いな い も の
O， ×以外の記号又 は字句 を 記載 し た も の
Oの記号 と ×の記号を 共 に記載 し た も の
第 1 0条中「 第 1 5条」 を 「 第 16条」に 改 め る 。
様 式 第 2 中
「このこ と に つ い て ， 別紙の 者 を 学長候補適任 者 と し
1候補者氏名1jii 1§1Jll[ 
1 富 j－ 1 山 ：
:1 : 









て 推 薦 し ま す 。jを
「この こ と に つ い て ， 別紙の 者 を 学長候補適任 者 と し
この細則は， 平 成7 年 1 2月 15 日 か ら 施行す る 。
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て 推 薦 し ま す 。
なお， 推 薦 に 当 た っ て は ， 同 人 は承諾済 み で あ る こ と
を 申 し 添 え ま す 。Jに 改 め る 。




(1) 総合情報処理 セ ン タ ー 設備準備 に つい て
1 . 日 程 に ついて
2 . 次期 「情報処理 システム 」 の 導 入 に つい て
3 . 規則の 作 成 に つい て
4. w G の 設 置と そ の 作 業内容 に ついて
5. そ の他









当面の諸課題 に つ いて
第1回大学院委員会(12月8日）
（審議事項）
(1) 富 山 大 学 学 位 規則の一部改正 に つい て
(2) 学位記 の英訳 文 の 交付 等 に つ いて




(1) 平 成 9 年 度及 び平 成 10年 度 入学 者 選 抜 に お け る旧
教 育 課 程履修 者 に 対 す る 経過措置 に つい て
第3回放射性同位元素総合実験室運営委員会(12月8日）
（議 題）
(1) 機種選定 委 員 会 委 員 の 選 出 に つい て









(1) 学位記の交付 等 に つ いて





(1) 委 員 長 の 選 出 に ついて








(1) 富 山 大 学 附 属 図書館長候補 者 の 選考 に つい て
(2) 富 山 大学学長選考規則及 び 同 実 施細則の 一部改正
に つ いて （継続 ）










(1) 設 置場所 ， 施設， 設 備 に つ いて
平成8年1月発行 ぶ主三、守ム 報 第372号
(2) そ の他 (1) 委 員 長 の 選 出 に つ い て
(2) 平 成 8 年 度 公 開 講座の 実施計画 に つ い て




(1) 平 成 8 年 度 教 養 教 育 非 常 勤 講師の 任 用 計画 （案 ）
及 び資格審査 に つ い て




(1) 体育施設 の管理体制一元化つ い て
(2) ヨ ッ ト 艇庫の移転問題 に つ い て
(3) そ の他







学 位取得者 人 文 学 部 教授 小 谷 仲 男
学 位 の種類 博 士 （ 文学 ） （ 京 都 大 学 ）
取得年 月 日 平 成 7 年 1 1 月 24 日
学位論 文 名 ク シ ャ ン 王朝 と ガ ン ダー ラ 美術
論 文 の 要旨 著者が1960年 以 来パキ ス タ ン に お い て 仏 教遺跡の 発掘調査 を 行っ た 成果 を 踏
ま え， ガ ン ダ ー ラ 美術 の 年 代 ， 図像学， 歴史背景 に つ い て論ず る 。
漢 と ロ ー マ， イ ンド を 結ぶ シ ル ク ロー ド貿易 を 仲介 し て勢力 を 拡 大， 富 裕 と
なっ た 中央 ア ジ ア の ク シ ャ ン 民族が ヒ ン ドゥ ク シ ュ 山脈 を 越 え て 南 下 し た時， ガ ン ダー ラ に お い て 仏教徒 と 接触 し ，
そ の 結果 かれ ら は 財宝 を 以前 の よ う に 自 分の墓 に 副葬す る の で はな く ， 死後 の 保証 を 仏 教信仰 に求め寺院 に 寄進 す る






交付決定額 交 付 予 定額
研 究種目
研 究 代 表 者
究 5果 題 （ 千 円 ） （ 千 円 ）b耳
所 属 職 氏 名 平成7年度 平成8年度 平成9年度
一般研究（C) 工学 部 教 授 長 谷川 淳 排水 中 の農薬 の 光触媒分解 700 300 
機械的容体化一ナノ結晶析出 プロセス
，， ，， 助教授 松木 賢司 の 最適制御 に よ る耐熱 ア ルミ ニ ウ ム粉 1, 300 700 
末合金の 開 発
平成8年度入学者特別選抜試験を実施
去 る 1 1 月 29 日 （ 水 ） に 特 別 選 抜 （ 推 薦 入 学 ， 帰 国 子 女
特 別 選 抜 及 び社会 人特別 選抜 ） 試験が実施 さ れ ま した 。
推 薦 入 学 は ． 人 文学部 （ 平 成 8 年 1 月 17 日 に 実 施 ） を
除 き ， 教育学部， 経 済 学 部， 理学部及 び工学部で， ま た，
帰 国 子 女 ・ 社 会 人特 別 選 抜 は， 人 文 学 部， 経 済 学 部 及 び
理学部の各会場で， 小論文 ， 面接， 学力 検査， 実 技 検 査
などの 試験 が行 わ れ， 1 2 月 7 日 （木） に 合格 者 が発 表 さ
れ ま した 。
なお， 志願 者数， 合 格 者数等 は次の と お り で す 。
企 合格発表に見入る受験生・父兄等 （平成7年12月7日 （木） ）
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人 文 泣寸ιー 科
国 際 文 化 ：主子主． 科
＝ 百 三日五口 文 化 E寸Aー 科
計 （注1 ) 
数 寸，，，ー， 専 攻
中 理 科 専 攻
養 学
2日2乙 楽 専 攻
成校 美 術 専 攻
課 教 保 健 体 育 専 攻
程貝 ヨ民 庭 専 攻
技 都i 専 攻
II 教 育 i育 報 コ ス環 境 ↑育 報 コ 一 ス
計




間 経 営 ：主子主． 科
経 A邑'4 法 寸，.，，＿ー 科
ス 計
経 済 且寸ιー 科夜
コ間 経 営 持寸4ー． 科
l主 経 営 法 A寸1ー． 科
ス 計
数 具寸£ー． 科
物 理 寸且4一 科
生 物 圏 環 境 科 ヴλ以ー． 科
言十
電子情 報 工学 科 普 通 ・ 理 数 科
－－－－·‘ー・・..‘..““・，，，， ， . .・ ・ ・ ， ・ ー ・ . .・ ． ． ．
専 門 （工業 ）
機械シス ァム工 学科 普 通 ・ 理 数 科
・．．．．－ ー ・ . . ..・.... . . .. . . . . . . . . . . ...
専 門 （工業 ）
物 質 工 学 科 普 通 ・ 理数 科
・・・・・・・ ・・・，.......ー・・4・－－－ー－－ーー..・.
専 門 （工業 ）
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区 分 学 部 主寸以ー． 科 等 募集人員 志願者数 受験者数 欠席者数 合格者数
人 文 寸品 ゐー 科 若 干 3 2 1 1 
人文 国 際 文 化
戸寸旦ー． 科 ，， 2 2 。 1 
ネ土 ＝ Eコ 5苦 文 化
十且4 科 ，， 3 3 。 2 
言十 若 干 8 7 1 4 
f三、 夜 経 1斉 ナ且
4 科 7 10 9 1 7 
人 経済 コ ｜ 主間 経
A邑,,. 寸ぷ比ー 科 6 12 12 。 6 
経 J邑,,. 法 こ忌子主主． 科 7 7 7 。 7 
特 ス 計 20 29 28 1 20 
�IJ 物 理
主寸んー 科 若 干 2 2 。 2 
化 止寸ιー 科 今 。
選 理 生 物 寸
，.，，ー与 科 ，， 3 3 。 2 
地 球 科 ザ＂＂＇． 科 ，， 3 3 。 3 抜 生 物 圏 環 境 科 ナ� 科 ，， 4 4 。 2 
計 若 干 12 12 。 9 
i口〉、 言十 20 49 47 2 33 
総 計 196 582 489 4 199 
（注2) ( 178) ( 493) 
（注1 ） 人 文 学 部推 薦 入 学 は ， 平 成 8 年 1 月 17 日 に 入 学 試験 を 実 施予定。
（注2 ) ( ） 内 の数字は， 人 文学 部 推 薦 入 学 を 除い た も の を 示す 。
ゆl!)�f!J
異動 区 分 発 令 年 月 日 氏 名 異 動 前 の 所 属 官 織 異 動 内 ’廿7与・
昇 任 8 . 1 . 1 吉 田 正 道 講 師（工学 部 ） 助 教授（工学 部 ）
。 蓮覚寺雲ー 助 手（工学 部 ） 助 教授（工学 部 ）
，， 中村 優子 教務職員 （工学 部 ） 助 手（工学 部 ）
苦手 職 7 . 12. 28 石田 裕子 事務補 佐 員 （人 文学 部 ・ 理学 部 ） 辞 職




















採 用 7 . 1 2. 1 矢後 恵美 技術補佐 員 （保健管理セ ン タ ー看護婦 ）
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ニュージーランド オーストラリアの大学を訪ねて
オ タ ゴ大学 は ニ ュ ー ジー ラ ンド の 南端 に あ る 都市 ， ダ
ニーデン市 に あ る 。 ダニ ー デ ン 市 は 人口約11万人 のニ ュ ー
ジー ラ ンド第 5 番 目 の 学 園 都 市 で ， 三方 を 山 で固 ま れ ，
一方 を 自然、の良港 に 恵 ま れた港町でもあ る 。 街 の 通 り に
並ぶ伝統あ る 19世紀時代 の ゴシッ ク 様 式の建物 は か つ て
の繁栄 を 偲ばせ る 。 国 立 オ タ ゴ大 学 に はこの 国唯一 の 体
育 学 部があ り ， 圏内 はも と よ り ア ジア各地か ら ス ポ ー ツ
科 学 に 自信 と 興味 を 持 っ た 若者 が集 ま っ て く る 。 今 日 ，
オ タ コー大学 は ニ ュ ー ジー ラ ン ド の ス ポーツ科 学 の メッ カ
と し てそ の 地 位 を 不動 な もの に し てい る 。
体 育 ， ス ポ ー ツ の 学 問 分 野 は複合領域 に 属 し ， 各 学 問
分 野 と 密接な 関 係 を 有 し てい る 。 総 合大学で あ る オ タ ゴ
大 学 で は ， 体 育 学 部 の 専任ス タ ッフ の 中 に 他学 部 と 兼任
の 教授 が名 を 連 ね， 学 部 学 生 の卒論， 修論， 学 位論 文 ま
で 実質的 に 指導 し ， ス タ ッフの陣容が よ り 充実 し た も の
と な っ てい る 。 ただ， 学 生・院生 の ス ポーツ科学 や 学 問
全 体 に 対す る 情 熱 や姿勢は ア メリ カ ， カ ナダ に 比べて必
ず しも上 回 っ て い る と はい え ない。 訪問 中 ， 学年 末試験
に出 く わ し た が ， ア メリ カ や カ ナダで み ら れ た 教師 と の
真剣な 議論 や階段・廊下等で、 所 か ま わず勉学 す る 姿 に は
一度も出合 わ な か っ た 。
ニ ュ ージー ラ ンド の 政治， 経済， 産 業 あ る い は 学 問 に
も言 え る こ と だが， 近隣の オ ー ス ト ラ リ ア を 意識 し ， そ
し て遠 く 英 国 や 米 国 に 習 お う と す る 。 し か し ， それ を 陵
駕 し よ う と す る 意識 は希薄 な よ う な気がす る 。 二言自に
は オ ー ス ト ラ リ ア ． イギ リ ス で は… と 続 く 。 帰 国 の途上
オ ー ス ト ラリ ア の シドニ ー や パ ー ス に 立寄っ た が， オ ー
ス ト ラ リ ア は イギ リ ス に 見 習 お う と す る 。 属 国 で は な い
が母 国イギリ ス に 憧れ， 尊敬す る 。 この傾向は 当 分 変 わ
り そ う も な い。
ニ ュ ージー ラ ンド人も オ ー ス ト ラ リ ア 人も旅が好 き で
あ る 。 土 ・ 日は勿論， ウィ ー ク デ ー にも 人里離れ たハイ
キ ン グコー ス ， ト レッ キ ン グ コ ー ス ， 登 山 道 に は 大 き な
リ ュ ッ ク サッ ク を 担いだ若 者が閲歩す る 。 ヒッチハイ ク
や 自 転車で国内 を 旅 し て い る 若 者も少 な く な い。 老い て
はマイ カ ー や キヤ ン ピ ング カ ー で夫婦が旅 を 楽 し ん で い
る 。 彼らの旅好 き は ， かつて 狩猟民族であった か ら と い
教育学部 教授 山 地 啓 司
う 理由だ け で 説明 で き る の で あろ う か 。
好 き な の は旅だ け で は ない。 乗馬， ヨッ ト やボー ト ，
サ ー フイ ン ， ウォ ー キ ングや ラ ン ニ ン グ， ラ グピー や ク
リ ケッ ト ， テニ ス ， ゴ ル フ 等々， と に か く 活動的 な ので
あ る 。 生 活 や 人 生 を エ ン ジ ョイす る た め に は 計 り 知れ な
いエネ ルギ ー ， 時間そ し て 費用 を か け る 。 若 者 の 多 く は
大学 を 卒 業 し 就職もせず に青春 を 楽 し ん でい る 。 今 は 青
春す る 時 で ， 今 を 逃す と も う 青春で き な く な る 。 青春時
代 のこれ ら の 経験 は就職 の 際マイナス に な る こ と は ない，
と 彼 ら は言 う 。
ニ ュ ー ジー ラ ン ドや オ ー ス ト ラ リ ア の 大 学 の 施 設 や 研
究 設 備 は羨むばか り に充実 してい る 。 シ ドニ一大学 や 西
オ ー ス ト ラ リ ア 大 学 で は そ の 施 設 に 劣 ら ず研 究 ス タ ッフ
も質量共 に豊富で、 あ る 。 そ の 理由の一つ に ， 各学 部 独 自
が公開 講座 や各種イベ ン ト を 開 催 し ， そ の 収益 を 財源、 と
し て 専門的技術者 を数多 く 雇い入れてい る こ と が挙げ ら
れ る 。 今 で は 彼 ら は 教 育研究の貴重 な 存在 と し て そ の 地
位 を 不動 な もの に し て い る 。 ま た ， スポーツ講座 等 の 実
技指導 は 院生 ， 学 生 が あ た り ， そ の体験 や 評判 は 就 職 の
際 の貴重 な 参 考資料 と な っ て い る 。 このよ う な 大学 ， 学
部独 自 の 事業 に よ る 収益は特色あ る 大学 ， 学 部づ く り に
大 き く 貢献 し て い る 。 これ ら の恵 ま れた教育研究の環境，
施 設 ， ス タ ッフ ， 機器 等 を 目 の 当 り に す る と ， わ が 国 の
才 能 あ る 若 者 が海外の大学や研究所で働 き た く な る の も
当然 の よ う な気がす る 。
今 回 で三度 目 の 長 期 海外生活で あ っ た 。 以前 も感 じ た
が， 現在の 日 本 の 科学技術の 高い水準 と 経済大 国 のパッ
ク グ ラ ン ドの お かげ で ， 不 思 議 な 日 本 人 の 私 に 対 し て 両
国 民 は そ れ な り の礼儀 と 親切 さ で対応 し て く れた 。 し か
し ， そ の 一 方 で笑顔の奥 に 見 え 隠れす る 人種 に 対 す る 根
強い差別 意識や時 に は態度 ， 物 事 の 見方 や 考 え 方 の微妙
な 相違（それは 多 分 に 価値判断 や 評価基準 の 相 違 か ら く
る もの で あろ う が… ） ， 感情 の激 し さ ， 厳 し さ や冷た さ
等々， 身近 に 生 活 し てみ て 初 め て知 り 得 る 日 本 人 と 外 国
人 の 相 違 を 垣間見 る に つ け て つ く づ く 国 際化 の難 し さ
を 感 じ た 。 し か し ， 異 な っ た風土， 文 化 ， 社 会 等 の歴 史
の 中 で培われて き た 国民性 を 相互 に 理解す る よ う に 努 力
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し な い限 り ， 日 本 人 の 真 の 国 際 化 も 得 ら れ な いだろ う ，
と 思 う 。
最 後 に ， 二か 月 間に わ た っ て 任 地 を 離れ， 研 究 に 打 ち
報 第372号
込む機会 を 与 え て 下 さ っ た 文 部 省 ， 富 山 大 学 に 感謝す る
と と も に ， この貴重 な 体験 を 今後 の 教育 研 究 の場で 生 か




瀧i幸 弘現附 属 図 書館 長 の 任
期 が平 成 8 年 2 月 19 日 で 満了す
る こ と に 伴 う 次 期 附 属 図 書 館 長
候補者 の 選考 が ， 去 る 平 成 7 年
1 2 月 15 日 （金 ） 開 催 の 第 8 回 評
議会 に お い て ， 教育学部瀧i孝
弘教授 が再選 さ れ ま し た 。 任 期
は ， 平成 8 年 2 月 a) 日 か ら 2 年問。
瀧浮教授 は ， 昭和 32年 3 月 富 山 大学文理学部 文 学 科 卒
業 ， 同 35年 3 月 九州大学 大 学 院文学研究科修士課 程 を 修
了， 同 36年 6 月 鳥取大学学芸学 部 助 手 に採用 さ れ ， 同 39
年 1 月 同 講師， 同 42年 4 月 同 教 養 部講師， 同 年 1 2 月 同 助
教授， 同 49年 5 月 富 山 大 学 教 養 部助 教授． 同53年 4 月 同
教授， 平 成 5 年 4 月 同 教 育 学 部 教授 と な り ， 現在 に 至 っ
て い ま す 。
- 1 2 -
担 当 は， ドイツ語ドイツ文学 ， 富 山 県出 身
（就任の抱負 ）
学 長 は じ め ， 皆 さ ん の 御 協 力 と 御尽力 に よ っ て ， 本 年
度 第 2 次補正予 算 で， 念願 の 図 書館 の増改築が決 ま り ，
こ ん な 嬉 し い こ と は あ り ま せ ん 。
今 回 ， 私 に 与 え ら れ た課題は． この増改築の機に臨み，
大 学 附 属 図 書館 と し て の 機 能 を 更 に 一層強化 し ， 時 代 に
即応 し て 研 究・教育 と 学 習 を 支 え る 体制 を 作 る 事だ と 思
い ま す 。 衆智 を 集 め て ， これ に 取 り 組む所存で あ り ま す





平 成 7 年 度 日 本 留 学フェ ア は ， 去 る 1 2 月 2 日 （土 ）
3 日 （ 日 ） の 2 日 間， 中 国 北京市 国 際 会 議 セ ン タ ー に お
いて ， 日 本 国 際 教 育 協 会 ・ 中 国 留 学服務 中心 の 共 催 ， 日
本 国 文部 省 ， 駐中 国 日 本大使館 ， 中 国 国家教 育 委 員 会 外
事 司 の 後 援 ， 中 国 教 育 国 際 交流協会． 留 日 帰 国者 の 会 の
協 力 に よ り 日 本 の 国 立大 学 16校 ， 公立大学 1 校 ， 私 立 大
学30校 と 日 本語教 育振興協 会 ， 内 外 学 生 セ ン タ ー 2 機 関
の 総勢85名が参加 し ま し た 。 （ 富山大 学 か ら は ， 教育学
部の松村教授 と 学生課留 学 生係長が参加 し た 。 ）
日 本留 学 フ ェ ア は ， 日 本留 学希望者が， 自 ら の 留 学 に
合 っ た 教 育 機 関 を 選択 し ， 実 り あ る 留 学 を 達 成で き る よ
う に す る た め ， 裁が国 の 大 学 等 の 参加 を 得 て ， 我が 国 の
事 情 や個々 の 大 学 等 の 教 育 ， 研究七の特色等 に 関 す る 的
確な 情 報 を 提供す る こ と を 目 的 と し て 平 成元年 度 か ら 実
施 さ れ て い ま す。
フ ェ ア に は ， 両 日 で5, 200 人 の 参加者 が あ り 足 の 踏 み
場 も ない会場内 に おい て 日 本紹介等 の 16ミ リ 映画の 上 映
と 日 本 国 際教 育 協 会 及 び 日 本 留 学経験者 に よ る 日 本留 学
の 概況説明及 び質疑応答が行 わ れ ま し た 。
富 山 大 学 の 紹介 コ ー ナ ー に は約240人 の相談者が訪 れ ，
幸E 第372号
（中国）” に参加して〉
本学 の 教 育 ・ 研 究内容， 入学試験の概要 ， 生 活環境 ， 入
国 手続 き 等 に 関 す る 具体的な質問があ り 熱心にメモ を取 っ
てい ま し た 。
な か に は ， 息子 や娘 を 留 学 さ せ た い と い う 父兄 や 何十
時間 も か け て 遠方 （ 内モ ン ゴ ル ， 四川省 な ど ） か ら 来 て
い る 人 も お り ， 日 本留 学熱 は 中 国全土 に広がっ てい る 様
子 が う か が え ， 今 後 の 情 報提供の在 り 方 な ど留 学生 受 入
れ等 の 対策 を 検討 す る 上で も 有益 な も の と な り ま し た 。
4‘ 1995年日本留学フェア （中国北京市国際会議センター）
く富 山 県 留 学 生 等 交 流 推 進 会 議 及 び 〉
座談会一富山での留学生活で思うもの ・ 望むものーを開催
平 成 7 年 度 富 山 県留 学 生 等交流推進会 議 （ 議長：小 黒
千足富 山 大学 長 ） が， 去 る 1 1 月 30 日 （ 木 ） 市 内 の パレ ・
ブ ラ ン 高志会館 に おいて， 高等教育機関 ・ 地 方公共団体 ・
経済団体・ 国 際交流団体 等 の 方 々 を 迎 え て 開 催 さ れ ま し
た 。
総会で は ， 小 黒 学 長 の 挨拶 の 後 ， 県 内 留 学生 の 受 入 れ
状況及 び留学生 に 対 す る 支援状況等 に つ い て 報告があ り
ま し た 。
続いて ， 協 議 に 入 り ， ①留学生受入 れ の 現状 と 課題 に
ついて ②外 国 人 留 学 生 に 対 す る 富 山 県 内 文化施設等 の
無料開 放 等 に つ いて 熱心 な 協 議 が行 わ れ， 県 内 留 学 生へ
の 各種支援 に つ い て 順次改善が図 ら れ る よ う 小 黒学長 か
ら 関係機関 に 対 す る 協 力依頼があ り ま し た 。
引 き 続 き ， 「富 山での 留 学生 活で思 う も の ・ 望む も の 」
を テ ー マ に し た座談会 が 開 か れ ， 県内在住 の 5人 の 留 学
生 か ら そ れぞれ話題提供があ り ， 活発 な 意 見交換が行 わ
れ ま し た 。
d‘ 富山県留学生等交流推進会議
- 1 3 -
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留 学 生 か ら は ，
戸ふZ」ザー
． ア ルバイ ト の で き る 時間 を も っ と 認 め てほ し い 。
－文部省 奨 学 金 を 受 け ら れ る 留 学 生 を も っ と 増や し て ほ
しい0
・ ア フ リ カ か ら の 留 学 生 を も っ と 増や し てほ し い 。
－ 日 本語 を う ま く 理解で き な い の で ， い ろ い ろ な 情 報 を
英語で伝え てほ し い 。
－留 学 生 同 志 の 情報交換の場所 を 設 け てほ し い0
． キ ャ ン パ ス 内 の照明 を 明 る く し てほ し い 。
－ 日 本 人 でも富 山 の こ と を あ ま り 知 ら な い の で ， 富 山 の
こ と を も っ と ア ピ ー ルしてほ し い 。
など財政的支援だ け で は な く ， 外 国 人 の身 に な っ た 心
の支援 を お 願 い し た い と の 発言があ り ま し た 。 一 方 ， 推
進会議委員 か ら は ，
・ いろ いろ な 行事 を 企画 し て い る の で ， 積 極的 に 参加 し
てほ し い 。
幸日 第372号
－現在， 留 学生 の情報交換 を 自 由 に で き る 施設 を 計 画 中
で あ る の で 期待 し てほ し い 。
な ど う れ し い 情 報も報告 さ れ， 財 政的支援 に 加 え 心 の




「学長 主 催 に よ る 外 国 人 研究者及 び留学生 と の懇談会j
は， 去 る 12 月 8 日 （ 金 ） に 市 内 の パレ ・ プ ラ ン 高 志 会 館
に お い て 開 催 さ れ ま し た 。
懇 談会 で は ， 本 学 外 国 人 研 究者 及 び 中 国 ， マレイ シ ア
など17 カ 国 の外 国 人留 学 生 約 1 4 0 名 ， 小 黒 学 長 を は じ め
浜谷学 生 部 長 ， 菊地事務 局 長 ， 各部局 長 ， 国 際 交流 委 員
会 委 員 ， 指導教 官 ， 留 学 生担当職 員 な ど80名 が参加 し ，
和 や か な 雰囲気の 中 で 開 幕 さ れ ま し た 。
は じ め に ， 小 黒 学長 か ら 外 国 人 留 学 生 ら に 対 す る 激励
の あ と ， 本 学 職 員 に よ る ， 等曲「六段」の 調 べ に 乗せ て
の 日 本舞踊の披露があ り つ い で本学学生ギ タ ー マ ン ド
リ ン ク ラ ブの マ ン ド リ ン 演奏， 中 国 留 学 生 の琵琶独奏 の
披露があ り ， 続い て ， マレイ シ ア民話「 ラ サ ー ・ サヤ ン
グJ， 中 国「太極拳j， 台湾民謡， 中 国舞踊 な ど ， さ ま ざ
ま な 異国 の 文化 ・ 芸 能 の 披露 に 会場 を 埋 め た 参加者 ら は ，
カ メラ やビデ オ に 収 め る 等盛 ん に拍手 を 送 っ て い ま し た 。
お わ り に ， 学 長 を 囲 ん で 教 職 員 と 留 学 生 が「上 を 向
い て歩こ う J を 合唱 し た 後 ， 浜谷学 生 部 長 の閉会 の あ い
-14 ー
さ つ が あ り ， 和 気 あ い あ い の う ち に 懇 談 会 が締め く く ら
れ ま し た 。
これ を 通 し て 留 学 生等 に は 他国 の伝統文化・ 芸 能 に
触れ る 機会 が提供で き た こ と 及 び相互理解が深 ま っ た こ
と な ど有意義 な 懇 談会 と な り ま し た 。
4‘ 「上を向いて歩こうJを合唱する
学長・教職員と留学生
平成8年1月発行 ふ主主『二子 幸日 第372号
己）＠）司副司
渡航の干重類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
海嶺 に お け るエネルギー ・ 物質 フ 7.1 2.1 1 
外 国 出張 教育学部 助教授 木 川 栄 一 オ マ ン ラ ッ ク ス の解明に 関 す る 国際共同
研究の た め の調査 に 参加 7.1 2.30 
工 学 部 助 手 早 開 清 志 ア メ リ カ 合 衆国 JIM’95年 秋期ハワイ大会 に出席
7.1 2. 1 1  
発表 7.1 2.17  
教 授
日本金属学会1995年秋期ハワイ大 7.1 2. 12  




「環境と教育J研究討論会に 7.12.19  
，， 助 手 寺 山 清 志 ア メ リ カ 合 衆国 日 本金属学会 1995年 秋期ハワイ大
7.1 2. 1 2  
会 に出席， 研究発表 7.1 2. 17  
4シ 助教授 山 田 茂 ア メ リ カ 合 衆国 日 本金属学会1 995年 秋期ハワイ大
7.1 2. 12  
会 に出席， 研究発表 7.12.17  
理学 部 教 授 松 浦 郁 也 オ フ 酸化物の触媒 ・ 光触媒会議 に出席
7.1 2.15 
ン ダ 及 び研究打合せ 8. 1. 8 
工 学 部 教 授 宮 下 尚 ア メ リ カ 合 衆国 1995環太平 洋 国際化学会議に出席，
7.1 2.16  
研究発表 7.12.24 
，， 教 授 長谷川 i享 ア メ リ カ 合 衆 国 1 995環太平洋 国際化学会議に出席．
7.1 2. 17  
研究発表 7.1 2.23 
。 教 授 黒 田 重 靖 ア メ リ カ 合 衆国 1 995環太平洋 国際化学会議に出席，
7.1 2. 17  
研究発表 7.12.24 
，， 助教授 小 田 晃 規 ア メ リ カ 合 衆国 1 995環太平 洋 国際化学会議に出席，
7.1 2. 17  
研究発表 7.1 2.24 
，，  助 手 蓮覚寺 雲 ア メ リ カ 合 衆 国 1 995環太平 洋 国際化学会議に出席，
7.1 2. 17  
研究発表 7.12.24 
，， 教務 中 村 優 子 1 995環太平 洋 国際化学会議に出席，
7.1 2. 17  
職 員 ア メ リ カ 合 衆国 研究発表 7.12.24 
助 手 佐 山 三千雄
1995環太平洋国際化学 会議に出席． 7.1 2. 17  
，， ア メ リ カ 合 衆国 研究発表及びC-FESたん白質の細胞内シグナルトランスダクションに関
する研究打合せ， 研究資料収集 8. 1. 3 
7.1 2. 17  
理学 部 教 授 平 井 美 朗 ア メ リ カ 合 衆国 1 995環太平 洋 国 際化学会議 に出席
7.1 2.24 
，， 助教授 樋 口 弘 行 ア メ リ カ 合 衆 国 1 995環太平 洋 国際化学会議に出席
7.1 2.17  
研究発表 7.1 2.23 
7.1 2. 17  




渡航の種類 所 属 職 氏 名
外 国 出張 理 学 部 教 授 田 口 茂
，， 助教授 笠 原 一 世
海 外 研 修 教育学部 教 授 2口I= 田 和 夫
理 学 部 教 授 小 島 覚
工 学 部 講 師 堀 田 裕 弘
教育学部 助教授 市 川 文 彦
，， 教 授 山 地 啓 司
工 学 部 教 授 j也 野 進
イシ 助 手 松 田 健 二
経済学部 教 授 中 島 信 之
理 学 部 助教授 金 森 寛
，， 教 授 安 田 祐 介
教育学部 教 授 原
経済学部 助教授 志津田 一 彦
，， 助教授 角 森 正 雄
メア リ ー ・ ア ン人 文学部 助教授 ム ラ ジ ア ン
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品ム.＜，ザー 報
渡 航 先 国
ア メ リ カ 合 衆国
ア メ リ カ 合 衆国
ア メ リ カ 合 衆国
ア メ リ カ 合 衆国
シ ン ガ ポ ー ル
タ イ
ア メ リ カ 合 衆国
ア メ リ カ 合 衆国
ア メ リ カ 合 衆国
大 韓 民 国
ア メ リ カ 合 衆国
ア メ リ カ 合 衆国
ア メ リ カ 合 衆国
連 ,g 、 王 国
ア メ リ カ 合 衆国
ア メ リ カ 合 衆国
第372号
目 的 期 間
7.1 2.18 
1 995環太平洋 国際化学会議 に出席
7.1 2.24 
7.1 2.18 
1 995環太平 洋 国際化学会議 に出席
7.1 2.24 
1 960 - 1970年代イー ス ト ・ ウ ェ ス 7.1 2. 2 
ト セ ン タ ーの果 た し た役割の評価
検討 日 米合 同 会 議 に出席 7.1 2. 7 
北極域の研究推進 国 際会議 に出席 7.1 2. 3 
及 び研究打合せ 7 .12. 14  
コ ン ピュー タ ビジ ョ ン に 関 す る 第 7.1 2. 4 
2 回 アジ ア国際会議 （ACCV’95 )
に出席 7.1 2. 9 









に 加 7.1 2.12  
ホノル ルマ ラ ソ ン 走行中 の運動強 7.1 2. 9 
度 に 関す る 研究 及 びハワイ大学で
資料収集 7.12.14  
1 995年 度 第 1 1 7 回 日 本 金 属 学 会 秋 7 .12. 12  
期大会ハワイ大会 に出席 7.12.17 
1995年度第1 1 7 回 日 本 金 属 学 会 秋 7.12. 12  
期大会ハワイ大会 に出席 7.12. 17  
Japan and Korea Joint Seminar 
on International Telecommuni 7. 1 2.13  
cation under Uncertainty and 
Operations Research に出席 及 び 7.1 2.18 
研究打合せ
7.1 2.17  
1995環太平洋 国際化学会議 に出席
7.12.24 
International Chemical Congress of 7.12.16 
Pacific Basin Societiesに出席 7.1 2.24 
環太平洋 国 際化学会議 に出席研究 7.1 2.16 
発表及 びハワイ大学化学科
Rechnitz教授 と 研究打合せ 7 .12.24 
7. 1 2.18 
香港 に お け る 海事資料の調 査
7 .12.23 
アメリ カ 合衆国 裁判制度及 び民事 7.12.22 
訴訟法 に 関す る 調査 ・ 資料収集 8. 1. 9 
日 米関係論英語教育方法の （教材） 7. 1 2.23 





氏 名 本 国 に お け る 来 P寸旦ー． 目 的 本 学 受 入 れ 先 期 間（ 国 籍 ） 所 属 機 関 ・ 職 名
白
ヨ ン
恵 7 .  12 .  1 錯 江 原 道 内 務 局 経済学部 教授
（ 韓
共 同研究
国 ） 職 貝 中 藤 康 俊 8 . 1 1 .  29 
附 属 中 学校 若栗 ひ と み さ ん
「第45 回 全国 小 ・ 中学校作文 コ ンクール」 で文部大 臣 奨励賞 を 受賞
こ の た び， 「 第 45 回 全 国 小 ・ 中 学 校 作 文 コ ン ク ー ル 」
（ 主催 ： 読 売 新 聞 社 ， 後 援 文 部 省 ， 全 国 都 道 府 県 教 育
委 員 会 ） に お い て ， 本 学 教 育 学 部 附 属 中 学 校 第 3 学 年 の
若 葉 ひ と み さ ん が， 『パ ト リ シ ア さ ん の く れ た も の 』 で
文部大 臣 奨励 賞 を 受賞 し ま し た 。
中 学校 作 文 の 部 に お い て ， 全応募作 品38 , 052編 の 中 か
ら 厳 選 さ れ て の ， 最 高 賞 と も い え る ， 真 に 栄 誉 あ る 賞 の
受 賞 で あ り ， 附 属 中 学校 と し て も ， 今 後 の 生 徒 の 励 み と
な る ， す ば ら し い 快 挙 で あ る と ， 多 い に 喜 ん で い ま す 。
去 る 1 2 月 9 日 ， 東 京 の ホ テ ル ・ ニ ュ ー オ ー タ ニ で ， 高
円 宮 両殿 下 の 御 臨 席 の 下 で 開 催 さ れ た ， 映 え あ る 表 彰 式
に 出 席 し た 若 栗 さ ん は ， 一緒 に 表彰 式 に 参 列 し た 顧 問 の
浮 井 教諭 と 共 に ， そ の 喜 び を 次の よ う に （得意の作文で ！ ）
語 っ て く れ ま し た 。
... 受賞 後 の 表彰式会場 に て
－ 受賞 の 喜 び 若 栗 ひ と み
東 京 で の 表彰式， 小学校低学 年 か ら 中 学 生 ま で ， た く
さ ん の 受賞 者 が集 ま っ て い ま し た 。 彼 ら は み ん な ， 喜 び
に 輝 い て い ま し た 。 私 も ま た ， 喜 び に 満 ち あ ふ れ て い ま
し た 。 暑 い 夏休み の 問 懸命 に 努 力 し て 作 品 を 完成 さ せ た
喜 び。 そ し て ， そ れ が認め ら れ た 喜 び。 努 力 し た か ら こ
そ 感 じ る こ と がで き た の だ と 思 い ま す 。 そ れ ら は ， 今 後
私が生活 し て い く 上 で＼ と て も 大 き な 力 と な っ て い く の
で は な い か と 思 い ま す 。
－ 受賞 に 際 し て
指 導 教 官 附 属 中 学校教諭 浮井 隆
若 栗 さ ん の 作 品 を 初 め て 読 ん だ と き ， カ ル チ ャ ー シ ョ ッ
ク を 受 け ま し た 。 中 学 生 と い う 年 代 で ， 生 け 花 の 極 意 ，
日 米 の 文 化 の 違 い ， そ れ を 通 し て の 自 分 の 生 き 方へ の 模
索が， 原 稿 用 紙31枚 に 綴 ら れ て い た か ら で す 。 し か も ，
全 体 の 組 み 立 て や 何 気 な い 表現 の 中 に ， 読 み 手 を 魅 き つ
け る 要 素 が ち り ばめ ら れ て い ま す 。 生徒 を 見 る 目 が 変 わ
り ま し た 。 生 徒 た ち は す ば ら し い 可 能性 を 秘 め て い る の
だ と 私 に 教 え て く れ た ， 印 象 に 残 る 受賞 で す 。
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〈住 所 変 更〉
部 局 名 ，呂d司 職 氏 名
人 文 学 部 助 教 授 佐 藤 朋 之
教 育 学 部 助 教 授 呉 羽 長
工 且寸ιー 部 講 師 西 野 誠 一
ミ』昌司司
本 部
1 2 月 1 日 第22回北 陸 地 区 国 立学 校 施 設担 当 者連 絡 協 議
会 （ 福 井大 学 ）
2 ～ 3 日 日 本留 学 フ ェ ア （ 北 京 中 国 ）
4 ～ 8 日 平 成 7 年 度 文 部 省 施設担 当 職 員 研 修会
（ オ リ ン ピ ッ ク セ ン タ ー ）
5 日 第 4 回 国 際 交 流 委 員 会学術交流部会
5 ～ 6 日 平 成 7 年 度 厚 生補導研究会 （ 宇 奈 月 ）
7 日 固 有 財 産 台帳価格改定説明会 （ 北 陸 財 務 局 ）
第 7 回 教 養 教 育 委 員 会 企 画 専 門 委 員 会 （ 持 ち
回 り ）
推 薦 入 学 ， 帰 国 子女社会 人 特 別 選抜合格発表
8 日 第 1 回 放 射 性 同 位元素総合実験室 自 己 点 検 評
価 委 員 会
学 長 主催 に よ る 外 国 人 研 究 者 及 び留 学 生 と の
懇談会 （ 高 志会館 ）
9 日 体育会総会 （ 黒 田 講 堂 ）
1 1 日 第 5 回 教 養 教 育 委 員 会 実 施専 門 委員 会
1 2 日 厚 生 補 導業 務研修会
1 2 ～ 18 日 人 文 学 部 推 薦 入学願書受付
13 日 第 6 回 カ リ キ ュ ラ ム 等 見 直 し 検討 小 委 員 会
厚 生 補 導業 務研修会
14 日 政府調 達 に 関 す る 説明 会 （ 東京医科歯科大学 ）
1 5 日 平 成 8 年 度 大 学 入 試 セ ン タ ー 試験 入 試担 当 者
連 絡 協 議会 （ 国 立教育会館 東 京 ）
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19 日 第 3 回 学 生 相 談 の あ り 方検討会
22 日 非 常 勤 職 員 給与計算 シ ス テ ム ワ ー キ ン グ グ ル ー
プ会議 （ 金沢 大 学 ）
28 日 仕事納 め
人 文 学 部 1
1 2 月 1 日 学 部情 報処理委 員 会
6 日 学 部 教務 委 員 会
教授会
1 2 日 学 部 国 際 交 流 委 員 会
1 3 日 学 部 将 来 計 画 委 員 会
予 算 委 員 会
1 5 日 学 部 将 来 計画 委 員 会
18 日 学部教務委 員 会 ・ 教 務担 当 者合 同 会 議
学 部教 務 委員 会
20 日 教授会
大 学 院 人 文科学 研 究科 委 員 会
2 1 日 大 学 院 人 文科学研究科教務 等 検討 委 員 会
25 日 学 部 国 際 交 流 委 員 会
教 育 学 部 1
1 2 月 1 日 学部学生生 活 委 員 会
4 日 拡大学部教 育 実 習 検討 委 員 会
学 部 将 来 計画 委 員 会小 委 員 会
平成8年1月発行 学 幸日 第372号
学部 入 学 試験 委 員 会 教授会
仕 様 策 定 委 員 会 21 日 財 務 委 員 会
5 日 附 属 養 護 学 校 入 学 者 選 考
6 日 学 部 学 生 生 活 委 員 会
学 部 教務 委 員 会
理 －ιF L. 
学部教務 ・ 学 生 生 活合 同 委 員 会 1 2 月 1 日 学部教 務 委 員 会
教 育 学 研 究 科 委 員 会 5 日 学 科 長 会 議
教 授 会 6 日 大学院 理学研究科 委 員 会
人事教授会 教授会
附 属 養護学校合格者発表 人事教授会
附 属 幼稚 園 入 園 児発 育 検査 （ 3 歳 児 ） 8 日 学部情報化対 策 検討委 員 会
7 日 今 ( 4 歳児） 20 日 学部教務 委 員 会
8 日 民〉 合格者発表 動 物 実 験 委 員 会
1 1 日 附 属 幼 稚 園 入 園 児 第 2 次選 考 （ 抽 選 ） 予 算 委 員 会
附 属 養 護 学 校 第 2 次募集願書受付
( 1 月 16 日 ま で ）
学工
12 日 教 育 実 習 運営協議会
仕 様 策 定 委 員 会 1 2 月 5 日 博 士 後 期 課 程 主任 会 議
18 日 学 部 教 育 実 習 検討委員 会 6 日 教授会
附 属 幼 稚 閤 第 2 学 期 終 業 式 研究科 委 員 会
20 日 学部拡大将 来 計画 委 員 会 専 任 教授会
教 育 学 研 究科 委 員 会 小 委 員 会 博 士 後 期 課程委員 会
附 属 小学 校 第 2 学 期 終 業 式 7 日 外 国 人 留 学生 委 員 会
21 日 附 属 中 学校 第 2 学 期 終 業 式 1 1 日 仕 犠 策 定 委 員 会
22 日 附 属 養 護学 校 第 2 学期 終 業 式 20 日 教授会
25 日 学部 自 己点検評価 委 員 会 教 官 懇 談 会
26 日 国 際 交 流 委 員 会
経 済 品寸Zー司
27 日 若 手教 官 と の 懇 談 会
1 2 月 4 日 学 部 将 来情想検討委 員 会 ｜ 附 属 図 書 館
5 日 学部教務委員 会
大学 院経済学研究科 委 員 会小 委 員 会 1 2 月 1 日 第 3 回 年 史編 纂項 目 ・ 構 成等検討小 委 員 会
6 日 人 事教授会 1 1 日 第 3 回 附属 図 書 館 機 能 強 化検討小 委 員 会
大学 院経済学研究科 委 員 会 22 日 第 4 四 年 史編 纂 項 目 ・ 構 成等検討小 委 員 会
教授会
7 日 日 本 海経 済研 究所 運 営 委 員 会 地域共同研究セ ン タ ー ｜
1 2 日 学部施設整備 委 員 会
14 日 財 務 委 員 会 1 2 月 8 日 企 業 見 学 と 産 業 交 流 会 （ オ リ ジ ン 工業側 ）
18 日 大学 院経済学研究科 委 員 会小委 員 会 21 日 先端技術講演会
学 部 学 生 生 活 委 員 会 22 日 先端技術講演会
1 9 日 学 部 教 務 委 員 会
20 日 博 士 課 程 設 置検討委 員 会
人 事 教授会
大学 院経済学研究科 委 員 会
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